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は
個
人
消
費
、
雇
用
情
勢
に
お
い
て
も
引

き
続
き
厳
し
い
状
況
に
あ
り
、
特
に
私
ど

も
商
工
会
地
域
は
、
業
況
の
急
激
な
悪
化

や
、
後
継
者
不
足
等
に
よ
り
、
小
規
模
事

業
者
の
廃
業
も
進
ん
で
い
る
。
当
連
合
会

と
し
て
も
、
巡
回
訪
問
の
強
化
を
掲
げ
、

経
営
相
談
の
充
実
を
図
る
べ
く
国
の
地

域
連
携
拠
点
事
業
を
受
託
し
、
小
規
模
事

業
者
の
経
営
力
向
上
、
円
滑
な
事
業
継

承
、
農
商
工
連
携
等
の
支
援
に
努
め
た
。

ま
た
、
県
の
「
商
店
街
実
態
調
査
事
業
」

を
受
託
し
、
商
店
街
の
現
状
把
握
と
、
先

進
的
な
取
組
や
課
題
を
抽
出
し
た
。
提
案

型
地
域
活
性
化
事
業
で
は
農
商
工
連
携
、

新
幹
線
開
業
対
策
事
業
等
を
提
案
し
た
。

今
後
、
県
下
四
十
三
商
工
会
と
共
に
会
員

の
皆
様
に
満
足
い
た
だ
け
る
商
工
会
を

目
指
し
地
域
経
済
団
体
と
し
て
の
商
工

会
の
地
域
貢
献
を
積
極
的
に
周
知
し
て

い
き
た
い
旨
述
べ
た
。
そ
の
後
、
役
員
功

労
者
等
へ
の
表
彰
状
・
感
謝
状
の
贈
呈
が

行
わ
れ
た
。 

 

平
成
二
十
二
年
五
月
二
十
五
日
青
森
市 

青
森
国
際
ホ
テ
ル
「
萬
葉
の
間
」
に
お
い
て

平
成
二
十
二
年
度
青
森
県
商
工
会
連
合
会
通

常
総
会
が
開
催
さ
れ
た
。
冒
頭
の
挨
拶
の
中

で
、
今
会
長
よ
り
、
世
界
的
な
金
融
危
機
以

降
、
世
界
経
済
は
景
気
後
退
に
陥
り
、
わ
が

国
経
済
も
低
迷
が
続
く
中
、
政
府
は
財
政
支

出
の
拡
大
並
び
に
中
小
企
業
向
け
の
手
厚
い

金
融
施
策
を
実
施
し
て
い
る
が
、
県
内
経
済 

全国統一キャッチフレーズ ～商工会は 行きます 聞きます 提案します～ 

去
る
一
〇
月
二
九
日(

金)

、
ホ
テ
ル
青
森
に
お
い
て
、

県
内
各
商
工
会
の
役
職
員
、
会
員
、
青
年
部
、
女
性
部
員
、

約
四
三
〇
名
が
一
堂
に
会
し
、
商
工
会
法
施
行
五
〇
周
年

を
記
念
し
て
「
商
工
会
は
行
き
ま
す
！
！
聞
き
ま
す
！
！

提
案
し
ま
す
！
！
」
の
大
会
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
、
記
念

式
典
が
開
催
さ
れ
た
。 

 

同
青
森
県
大
会
は
、前
山
県
連
副
会
長
の
宣
言
で
開
会
、

物
故
者
追
悼
、
国
歌
斉
唱
に
続
き
、
今
県
連
会
長
よ
り
「
商

工
会
は
、地
域
の
特
色
を
活
か
し
た
各
種
事
業
を
展
開
し
、

地
域
を
元
気
に
す
る
幅
広
い
活
動
を
通
じ
て
、
地
域
に
貢

献
し
て
い
く
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
る
」旨
挨
拶
が
あ
っ
た
。 

 

続
い
て
、
長
年
に
わ
た
っ
て
商
工
会
運
営
並
び
に

経
営
改
善
普
及
事
業
へ
尽
力
さ
れ
た
、
役
職
員
功
労

者
等
へ
東
北
経
済
産
業
局
長
表
彰
、
青
森
県
知
事
表

彰
、
青
森
県
連
合
会
長
表
彰
が
行
わ
れ
、
各
受
賞
者

へ
表
彰
状
が
贈
呈
さ
れ
た
。 

来
賓
祝
辞
は
豊
國
浩
治
東
北
経
済
産
業
局
長
、(

代

理
・
佐
藤
寛
産
業
部
長)

、
三
村
申
吾
青
森
県
知
事
、

長
尾
忠
行
青
森
県
議
会
議
長(

代
理
・
中
谷
純
逸
副
議

長)

、
鹿
内
博
市
長
会
長(

代
理
・
大
川
喜
代
治
副
会

長)

逢
坂
雄
一
町
村
会
長(

代
理
・
吉
田
豊
副
会
長)

の
５
名
か
ら
祝
辞
が
あ
り
、
商
工
会
の
こ
れ
ま
で
の

取
組
み
に
対
す
る
評
価
と
と
も
に
、
今
後
の
更
な
る

地
域
経
済
発
展
へ
の
貢
献
に
つ
い
て
期
待
を
述
べ
ら

れ
た
。 

そ
の
後
、
被
表
彰
者
を
代
表
し
齋
藤
茂
人
氏(

お
い

ら
せ
町)

よ
り
「
ふ
る
さ
と
に
生
ま
れ
育
っ
た
こ
と
を

誇
り
に
し
な
が
ら
、
商
工
会
事
業
の
発
展
と
、
地
域

経
済
振
興
の
た
め
に
、
今
後
と
も
精
励
す
る
。」
旨
謝

辞
が
あ
っ
た
。 

 

 

 

最
後
に
、
大
江
県
連
副
会
長
よ
り
「
青
森

県
内
四
三
商
工
会
一
三
〇
〇
〇
名
の
商
工
会

員
並
び
に
青
年
部
員
・
女
性
部
員
の
英
知
と

総
力
を
結
集
し
地
域
が
当
面
す
る
重
要
課
題

解
決
に
向
け
」 

◇
巡
回
訪
問
の
一
層
の
推
進
・
強
化 

◇
会
員
サ
ー
ビ
ス
向
上
の
た
め
の
各
種
事 

業
の
推
進 

◇
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
維
持
活
動
へ
の 

支
援
強
化 

◇
商
工
会
活
動
の
積
極
的
ア
ピ
ー
ル 

以
上
、
の
宣
言
を
行
い
、
青
森
県
大
会
は

終
了
し
た
。
続
く
、
祝
賀
会
で
は
、
藤
崎
町

出
身
の
作
曲
家
小
山
内
た
け
と
も
さ
ん
ら
に

よ
る
、
朗
読
と
ピ
ア
ノ
に
よ
る
「
津
軽
の
四

季
」
の
コ
ン
サ
ー
ト
が
行
わ
れ
、
和
や
か
な

雰
囲
気
の
ま
ま
、
祝
賀
会
は
終
了
し
た
。 

 

 

 

挨拶する今会長 

祝辞を述べる三村知事 
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今
回
受
賞
さ
れ
た
主
な
被
表
彰
者
に
つ
い
て
は
次
の
と
お
り 

東
北
経
済
産
業
局
長
表
彰 

（
一
）
役
員
等
功
労
者 

・
役
員(

３
名) 

 
神
馬 

吉
藏(

深
浦
町
商
工
会
・
会
長)

 

 

大
江 
和
夫(

階
上
町
商
工
会
・
会
長)

 

 

齋
藤 

茂
人(
お
い
ら
せ
町
商
工
会
・
会
長)

 

・
経
営
指
導
員
等(
２
名) 

 

久
保
沢 

金
松(

田
子
町
商
工
会
・
経
営
指
導

員)
 

 

苫
米
地 

勝 
(

連
合
会
・
商
工
会
指
導
員)

 

・
補
助
員(

２
名) 

 

髙
木 

靖
子(

藤
崎
町
商
工
会
・
補
助
員)

 

 

西
塚 

友
子(

南
部
町
商
工
会
・
補
助
員)

 

（
二
）
青
年
部
・
女
性
部
功
労
者 

・
青
年
部(

１
名) 

 

大
槻 

淳(

東
通
村
商
工
会
・
監
査
委
員)

 

 

青
森
県
知
事
表
彰 

（
一
）
役
員
等
功
労
者 

・
役
員(

３
名) 

釡
渕 

嘉
内(

田
子
町
商
工
会
・
会
長)

 
網
野 
榮
一
郎(

鰺
ヶ
沢
町
商
工
会
・
会
長)

 

上
長
根 
浅
吉(

六
ヶ
所
村
商
工
会
・
会
長)

 

・
経
営
指
導
員
等(
２
名) 

福
田 

敬
一(

階
上
町
商
工
会
・
経
営
指
導
員)

 

山
本 

俊(

連
合
会
・
専
門
経
営
指
導
員)

 

・
補
助
員(

２
名) 

下
久
保
ミ
ワ
子(

十
和
田
湖
商
工
会
・
補
助
員) 

藤
田
美
穂
子(

平
川
市
商
工
会
・
補
助
員)

 

青
森
県
商
工
会
連
合
会
長
表
彰 

２
３
４
名 

感
謝
状 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

３
８
名 

 

東北経済産業局長表彰授与の様子 

謝辞を読み上げる齋藤会長（おいらせ町） 

「津軽の四季」コンサートの様子 祝賀会の様子 
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去
る
一
〇
月
二
四
日
（
日
）
青
森
市
ア
ス

パ
ム
１
階
イ
ベ
ン
ト
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、
チ

ャ
レ
ン
ジ
シ
ョ
ッ
プ
青
森
県
大
会
が
開
催
さ

れ
た
。
チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
ョ
ッ
プ
事
業
は
青
森

県
商
工
会
青
年
部
連
合
会
に
お
い
て
、
平
成

一
九
年
度
か
ら
実
施
し
て
い
る
事
業
で
早
期

の
若
手
後
継
者
育
成
を
目
的
と
し
て
小
中
学

生
を
対
象
に
実
施
し
て
い
る
事
業
で
本
年
度

は
、
県
内
７
ブ
ロ
ッ
ク
の
代
表
チ
ー
ム
が
事

前
に
各
地
で
事
業
計
画
を
立
て
、
実
践
販
売

を
ア
ス
パ
ム
で
行
っ
た
。 

販
売
開
始
時
間
の
一
一
時
に
な
る
と
各
チ
ー

ム
か
ら
一
斉
に
「
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
せ
～
」
の
声

が
響
き
わ
た
り
、
一
四
時
閉
店
ま
で
に
、
熱
心
に

商
品
説
明
を
す
る
子
供
や
、
会
場
の
外
に
出
て
、

お
店
の
Ｐ
Ｒ
を
す
る
子
供
な
ど
、
会
場
内
は
熱
気

に
あ
ふ
れ
て
い
た
。 

販
売
終
了
時
間
が
近
づ
く
に
つ
れ
、
完
売
す
る

チ
ー
ム
も
続
出
し
、
完
売
し
た
チ
ー
ム
の
メ
ン
バ

ー
は
、
達
成
感
に
満
ち
溢
れ
て
い
た
。
一
方
、
売

れ
残
っ
た
チ
ー
ム
も
あ
り
、
悔
し
涙
を
み
せ
る
メ

ン
バ
ー
も
あ
っ
た
。
販
売
終
了
後
、
売
上
、
利
益
、

店
舗
装
飾
、
接
客
態
度
の
４
つ
の
審
査
基
準
か
ら

６
人
の
審
査
委
員
に
よ
る
審
査
の
結
果
、
最
優
秀

チ
ー
ム
と
し
て
北
五
ブ
ロ
ッ
ク
代
表
の
「
金
木
町

商
店
」
が
選
ば
れ
た
。 

青森県知事賞に輝いた金木町商店 

青森県知事賞 

北五ブロック代表 

金木町商店（金木小学校） 

青森県商工会連合会長賞 

上十三ブロック代表 

ニコスマメイプル（六戸・開知小学校） 

青森県商工会青年部連合会長賞 

東郡ブロック代表 

大川平荒馬（今別小学校・中学校） 

西・つブロック代表 

お肉のさくちゃん（木造中学校） 

中南ブロック代表 

金田屋（金田小学校） 

むつ下北ブロック代表 

下北ラーメン株式会社（東通小学校） 

三八ブロック代表 

ライジング・スター（田子小学校） 

社長に意気ごみを聞いてみよう！ 

いい品物ありますよー 講評 

いくらもうかった？ 社長から決算報告 
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平
成
二
十
二
年
九
月
九
日
（
木
）
、
第
十
七
回

東
北
六
県
・
北
海
道
商
工
会
青
年
部
員
交
流

研
修
会
並
び
に
主
張
発
表
東
北
・
北
海
道
ブ

ロ
ッ
ク
大
会
が
宮
城
県
仙
台
市
「
ホ
テ
ル
メ

ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
仙
台
」
に
て
開
催
さ
れ
、
総

勢
三
四
一
名
、
青
森
県
か
ら
は
二
十
二
名
が

参
加
し
た
。
研
修
会
で
は
、
東
北
六
県
・
北

海
道
商
工
会
青
年
部
連
合
会
連
絡
協
議
会
会

長
大
槻
淳
（
青
森
県
青
連
会
長
）
よ
り
開
会

挨
拶
が
あ
り
、
そ
の
後
主
張
発
表
東
北
・
北

海
道
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
が
行
わ
れ
た
。 

青
森
県
青
連
か
ら
は
、
東
通
村
商
工
会
青
年
部
の

大
槻
佳
幸
君
が
「
青
年
部
活
動
に
参
加
し
て
～
ず

っ
ぱ
り
か
さ
ま
い
！
ひ
が
し
ど
お
り
～
」
と
題
し

て
発
表
し
た
。
出
だ
し
か
ら
東
通
村
出
身
の
歌
手

「
ね
る
ず
」
の
歌
の
一
節
で
イ
ン
パ
ク
ト
を
与
え

た
。
自
分
が
、
偉
大
な
青
年
部
の
先
輩
た
ち
に
よ

っ
て
、
青
年
部
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
く
姿
や
青

年
部
活
動
を
通
じ
て
自
身
の
商
売
に
お
い
て
も

地
産
地
消
に
こ
だ
わ
っ
た
も
の
を
提
供
す
る
よ

う
に
な
っ
た
こ
と
、
自
分
の
ふ
る
さ
と
が
東
通
村

で
あ
る
こ
と
に
誇
り
を
持
て
る
よ
う
に
な
っ
た

こ
と
を
表
現
力
豊
か
に
発
表
し
た
。
結
果
は
僅
差

な
が
ら
惜
し
く
も
敢
闘
賞
と
な
り
、
念
願
で
あ
っ

た
全
国
大
会
へ
の
出
場
は
か
な
わ
な
か
っ
た
。
最

優
秀
賞
は
山
形
県
代
表
の
渡
邊
拓
磨
君
が
、
優
秀

賞
に
は
福
島
県
代
表
の
橘
弦
一
郎
君
が
選
ば
れ
、

山
形
県
代
表
の
渡
邊
拓
磨
君
が
東
北
六
県
・
北
海

道
ブ
ロ
ッ
ク
の
代
表
と
な
っ
た
。
講
演
で
は
、「
Ｂ 

 
 

級
グ
ル
メ
で
地
域
お
こ
し
！
」
と
題
し
、
油
麩
丼

の
会
会
長
の
海
老
名
康
和
氏
か
ら
Ｂ
級
グ
ル
メ

の
油
麩
丼
に
よ
っ
て
地
域
が
ど
う
変
わ
っ
て
い

っ
た
の
か
を
話
さ
れ
、
単
に
ブ
ー
ム
と
い
わ
れ
て

も
の
っ
た
も
の
勝
ち
、
効
果
は
絶
大
と
い
う
こ
と

で
あ
っ
た
。
研
修
終
了
後
は
同
会
場
に
お
い
て
交

流
会
が
行
わ
れ
、
他
県
の
青
年
部
員
と
交
流
を
深

め
た
。 

 
 
 

 

熱弁をふるう大槻君 

敢闘賞授与！！ 受賞喜ぶ関係者たち 
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県内の各広域指導センター事業並びに各管内の地域の情報をお届けします。 

＜西部広域指導センター＞ 

住宅エコポイント制度講習会開催 

 

 

 

 

 

 

 

＜南部広域指導センター＞ 

「あなたの夢を叶える４日間」創業塾開催 

バーデパーク「ウェルネスホール」（南部町福地地区）において、９月４日から４日間短期集中セミナー「創業塾」を開催

した。専門家講師に、ジャイロ総合コンサルティング大木･綿貫・渋谷講師を招き、創業における心構えから開店までのノウ

ハウを熱く語られ、受講者１８名は真剣な眼差しで講師の話に聞き入っていた。成功事例を真似るのではなく、その考え方を

学び自身のオリジナル的な事業を創造しなければならないと力説され、経済危機といわれる現状ではあるが、今がビジネスチ

ャンスでもある。アイディアは無心の時に生まれ、トイレ・寝室・車中にはメモ用紙をおいて書き記すこと等、日常気づきの

行動をすることの重要性を説いていた。またチラシ作製の留意点・HP の開設・ブログ・ツイッターの活用も有効であり、そ

の手法についても紹介された。途中ささやかな懇親会を企画、自分の抱えている課題について意見やアドバイスをもらうなど

和やかな雰囲気の中で貴重な時間を過ごした。最終日を迎え「受講された皆さんは、これから先起業しようとした時様々な課

題・問題点が発生すると思います。もちろん決断するのは自分ですが、同じ志をもつ仲間と出会えたこと、このネットワーク

も大きな財産になります。また関係機関も大いに活用いただき起業を実現してほしい」と結んだ。 

 

 

 

 

 

 

 

９月２１・２２・２４（３日間）経済危機を生き抜く中小・小

規模企業支援強化事業として、つがる市・板柳町・金木（三地区）

を会場に「住宅エコポイント制度に関する業種別講習会」が開催

され、約４４名が参加した。青森県建築士会北五支部の１級建築

士４名の方を講師に迎え、経済支援策として創設された、国と青

森県版エコポイント制度について、新築・リフォーム・バリアフ

リー毎のポイントを獲得するためには、どのように対応すべき

か、具体的手順、工事をする際の注意点について事例を交えなが

ら、説明された。また、国のエコポイント制度は今年１２月３１

日着工分までと限られていたが景気回復の為期間を１年間延長

することになったと説明。 

今回の受講を契機に、お客様に対し制度を上手に活用すること

を説明し、業績の確保に繋げていただきたいと結んだ。 
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【転業チャレンジ相談会】 

  従来の事業にかえて、新事業展開・創業・事業再生・再チャレンジ等の「転業」に取り組まれる方を対象に「転業チャレ

ンジ相談会」を県内各地で開催いたします。 

 支援制度の紹介や実際に新事業展開された県内事業者の事例紹介、専門家による個別相談を実施いたします。 

会 場 日時 場所 申込締切日 

つがる会場 11 月 22 日（月） つがる市生涯学習センター「松の館」 11 月 19 日（金） 

むつ会場 12 月  1 日（水） むつ下北観光物産展「まさかりプラザ」 11 月 29 日（金） 

  ＊弘前・青森・八戸会場は 23 年 1 月・2 月の開催となります。 

お問い合わせ先 

青森県中小企業応援センター（コンソーシアム）代表法人：21 あおもり産業総合支援センター 

構成法人：青森県商工会連合会、青い森信用金庫 

電話 017-777-4066   FAX017-721-2514(21 あおもり産業総合支援センター内) 

 

【農商工マッチング交流会】 

  農商工連携による食産業の充実・強化を図るため、生産者・食品製造業者と流通業者との交流を目的とした「農商工マッ

チング交流会」を下記のとおり開催いたします。 

日時 場所 申込締切日 

11 月 29 日（月）10：00～14：30 青森市：ラ・プラス青い森２階「カメリア」 11 月 19 日（金） 

お問い合わせ先 

  青森県農林水産部総合販売戦略課 ブランド推進グループ 藤本 

  電話 017-734-9573 FAX017-734-8158 

 

【レッツ・トーク！あおもり 2010 ～考えよう未来のエネルギー～】 

一般の方を対象に、核融合を含む原子力を中心としたエネルギーについて、フリーキャスター／事業創造大学院大学客員教

授の伊藤聡子氏による講演や日本原子力研究開発機構による事業紹介・展示等を行います。エネルギーの現状を身近に感じ、

学び考えるきっかけづくりの場として、多くの皆様に参加いただきますようご案内いたします。 

日時 場所 申込締切日 

12 月 21 日（火）15：00～17：00 青森市：ホテル青森３階「孔雀の間」 12 月 16 日（木） 

基調講演：伊藤 聡子氏（フリーキャスター／事業創造大学院大学客員教授） 

事業紹介：（独）日本原子力研究開発機構  

参 加 料：無料  

定  員：200 名 

申 込 み：表題を「12／21 エネルギーイベント申込み」とし、ご所属、氏名、電話番号を 

明記のうえ、下記事務局までＦＡＸ又は電子メールにてお申し込みください。 

事 務 局：青森県ＩＴＥＲ計画推進会議（青森商工会議所 総務企画課）ＴＥＬ017-734-1311 ＦＡＸ017-775-3567 又は 

     青森県エネルギー総合対策局 ＩＴＥＲ支援室 ＴＥＬ017-734-9725 ＦＡＸ017-734-8213  

電子メール iter-shien@pref.aomori.lg.jp 

詳細：ホームページ http://www.pref.aomori.lg.jp/soshiki/energy/iter-shien/ 

１１月・１２月の講習会等のお知らせ 

 

伊藤聡子氏 
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事業主の皆さんへ（お知らせ） 

 

 

 

 

労使の協力で労働時間を適正化しましょう。 

 

 

 

 

☆時間外・休日労働時間の削減 

労使双方で限度基準に適合した適正な協定を締結しましょう！！ 

 

☆労働者の健康管理に係る措置の徹底 

長時間労働を実施した労働者に対する面接指導等を実施しましょう！ 

健康管理体制の整備、健康診断を適切に実施しましょう！ 

 

 

 

 

 

労働時間適正把握基準を遵守しましょう！ 

適正に労働時間の管理を行うためのシステムを整備しましょう！ 

 

お問合わせ 青森労働局 労働基準部 監督課 ＴＥＬ ０１７－７３４－４１１２ 

 

 

 

 

 

次世代育成支援対策推進法（平成１５年制定）に基づき、現在、常時使用する労働者数が３０１人以上の事業主

に義務付けられている「一般事業主行動計画」の作成・届出及び公表と従業員への周知については、法の改正によ

り来年 4月 1日からは、常時雇用する労働者が１０１人以上の事業主に拡大し義務付けられることになります。 

 

お問合わせ 青森労働局 雇用均等室 ＴＥＬ ０１７－７３４－４２１１ 

１１月は「労働時間適正化キャンペーン｣期間です。 

 

労働者数１０１人以上の企業は一般事業主行動計画の策定・届出等が必要です。 

 


